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次期総合保健福祉計画の理念・基本目標について 

 

第１節 理念 

 

 

 

 

 

人口減少社会において、今後さらに少子高齢化が進行し、様々な面において担い手の不

足が生じ、現在の地域社会や支援体制（サービス提供体制）の持続が困難になっていくこと

が予想されます。地域社会や支援体制を持続可能なものとし、さらに包括的な支援体制へと

発展させるためには、誰もが主体的に活躍できる環境を整え、担い手を増やし、維持し、また

それぞれが共に協力して取り組むことを推進することにより、地域活動の活性化を図る必要

があります。 

本計画を策定するにあたっては、持続可能な包括的支援体制の実現とともに地域共生の

まちづくりをめざすことを理念として設定します。 

この理念のもと、複雑化、複合化する多様な困りごとに対し、解決に向けて包括的な支援

体制で伴走すること、また市民や団体、事業者等がそれぞれに力を発揮しながら、主体的に

協働して相乗効果が生まれるよう行政として支援することに特に留意し、貴重な地域社会の

担い手が効率的、効果的に活躍できるよう、必要に応じ支援体制等の整理や統合による最

適化の工夫も行いながら、保健福祉の各種施策を推進していきます。 

 

 

第２節 基本目標 

本計画では、理念に基づいて各施策を推進していくため、６つの基本目標を定めます。こ

の基本目標は、前計画の６つの基本目標の考え方を継承し、各分野別計画において、共通

の目標とします。 

 

基本目標１ お互いにつながり支え合える 

市民の多様な困りごとを受け止める保健福祉分野の包括的な支援体制の充実を図ると

ともに、市民や団体、事業者等のあらゆる機関が、本計画の理念に基づいた持続可能な地

域づくりや地域課題の解決について当事者意識を持ち行動する「主役」となれるよう、取組

や連携を推進します。 

「すべての人が健やかに、支え合い暮らせる、 

みんなが主役の地域共生のまちづくり」 

～持続可能な包括的支援体制の実現とともに～ 
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基本目標２ 健康にいきいきと自立した日常生活を送れる 

市民が心身ともに健康で、個別の状況に応じいきいきとした日常生活を送れるよう、生涯

を通じた健康づくりと生活習慣病の予防などに向けた取組を進めます。また、一人ひとりがそ

れぞれの強みをいかし、生活機能（心身機能・構造、活動、参加）※を維持または向上させ、

適切な環境の調整を通じて、自立した日常生活を送るための専門的な支援の提供ができる

体制を整備します。 

※国際生活機能分類（ICF）（世界保健機関（WHO），2001）による 

 

基本目標３ 憩える 参加できる 活躍できる 

一人ひとりの状況に応じて、身近な地域で憩える、参加できる、活躍できる機会の創出に

取り組みます。地域社会での多様な形態の参加、活躍とともに、年齢や属性に関わらず就労

をめざすことができるよう支援し、誰もが地域社会を支える担い手として活躍できる地域づく

りをめざします。 

 

基本目標４ 一人ひとりの権利が尊重される 

子どもから高齢者、障害者などのすべての市民がお互いを理解し、尊重し合える意識の

醸成に努めるとともに、虐待防止や権利擁護に関する施策を推進することにより、支援が必

要な人を早期に発見し、適切な支援につなげていきます。 

 

基本目標５ 情報を活かして、安全・安心に暮らせる 

ＩＣＴの活用など様々な手段によって、誰にとってもわかりやすい情報を迅速に発信するとと

もに、その情報が必要な人に届き、いかされる体制整備を推進します。また、災害時等の緊急

時には、市と関係機関が適正に情報を共有・活用して、安全・安心に暮らせる地域づくりを推

進します。 

 

基本目標６ 持続可能な社会保障を推進する 

生活保護制度や介護保険制度、障害福祉サービス等の社会保障について、今必要とする

人が利用できることはもとより、将来必要とする人も継続的に利用できるよう、持続可能性に

配慮し、市民や関係機関の理解や協力を得て、法令等に則った公正・適正・円滑な運用を推

進します。 

 


